

【各学年の指導目標と主な学習活動】
（第1学年）

１　進路学習への関心を高め、夢と希望をもって充実した中学校生活が送れるようにする。

２　自己理解の重要性と職業の大切さを理解させる。

３　基本的生活習慣を身につけさせる。

　　　　　　　　　　
（第２学年）

１　働くことと学ぶことの目的と意義を理解させる。

２　職業や上級学校の情報をもとに能力・適性を踏まえた進路計画を立てさせる。

３　中堅学年として自覚をもち、健康で安全な生活が送れるようにする。


（第３学年）

１　将来を見通した進路の選択や決定が具体的にできるように援助する。

２　将来に対する不安を解消し、希望実現に向かって努力する態度を養う。

３　自分の進路に誇りを持ち、最高学年として責任ある行動がとれるようにする。


　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊昨年までの実績
【都立高校】

普通科　　　　　　　　　　南平、日野、日野台、富士森、片倉、翔陽、八王子東、八王子北、松が谷

国立、小平、小平西、小平南、東大和、調布北、東大和南、拝島、府中府中西、府中東、西、国際、立川、調布南、羽村、田無、五日市、松が谷、武蔵、昭和、小金井北、永山、神代、小川、東村山西、青梅総合、町田総合、福生他
普通科単位制　　　　　　国分寺
専門学科　　　　　　　　　第五商業、多摩工業、多摩科学技術、府中工業、
片倉（造形美術）、農業、松が谷（外国語）
定時制　　　　　　　　　　 八王子拓真、荻窪、小金井工業、第五商業、中野工業
特別支援学校　　　　　　南大沢学園、七生

【私立高校】　
男子校　　　　　　　　　　 法政二高、目黒学院、日本学園、明法、開成、早稲田高等学院
女子校　　　　　　　　　  藤村女子、立川女子、白梅学園、武蔵野女子学院、日本橋女学館
共学校　　　　　　　　　　 錦城、昭和第一学園、杉並学院、明治大学附属中野、聖徳学園、明星、
中央大学附属、実践学園、関東第一、堀越、拓殖大学第一、東海大学菅生
八王子実践、工学院大学附属、立志社、目白研心、日出、八王子学園

日本大学第二、明治大学附属中野八王子、明治学院東村山、早稲田実業

日体荏原、慶応義塾、慶応志木、大成、国立音大附属、日本大学明誠

雲雀ケ丘学園、桐生第一、西武文理、日本航空、常盤、立教新座、鹿島学園

昌平、日本文理
【高等専門学校】　　　東京工業高等専門学校（国立）
【専修学校・その他】 KTC中央高等学院、大竹高等専修学校、大智学園、学凛舎みらい学園
　　　　　　　　　　　　　　　 

本校には、特別支援学級（10組）があります。

通常の学級が行う授業の内容や進み方で学習することが困難な生徒が安心して学習するために設置された学級です。生徒の課題に合った学習をするため、学習形態が小集団で、教科書は通常使用する教科書（検定教科書）ではなく、一般の図書を使用することができます。また、日常生活の中で安心して生活できるようにするために、ひとりでできることを増やしていくことをねらいとした通常の学級にはない学習も行います。

通常の学級との交流として、朝読書で所属クラスに行き、一緒に読書します。また、体育祭などの学校行事では、練習から所属クラスの授業に参加し本番ではともに力を出しあいます。

10組の生徒たちも、成人すれば一般社会で生活していきます。通常の学級に在籍している生徒たちと将来は同じ社会で生きていきます。したがって、通常の学級の生徒が「自分とは違う人のすばらしさ」を実感したり、「支援を必要とする人を理解し、互いに支えあう」という考え方を持つことは、「やがて自分も年をとり、誰かに支えてもらう」ということから考えても重要になります。

特別支援学級のご理解とご協力をよろしくお願いします。
　子どもの成長する様子は様々です。それは、子育てをする過程で、「同じ兄弟でも違う」とか、「他人の子どもと違う」とかを多少なりにも実感することがあると思います。その中でも、理解面や行動面、人との関わりが苦手で、周囲の配慮や支援が必要ではないかというお子さんがいます。

それを一番理解しているのが保護者の方々です。即座に改善は難しいかもしれませんが、学校全体でその支援策を考えるためにあるのが特別支援教育です。

　どうか遠慮なさらずに、ご相談いただければと思います。担任の先生に申し出ていただければ支援策を保護者の方とともに考えていくことができます。よろしくお願いいたします。
9月　進路学習会


6月・12月　三者面談





9月　職場体験


6月・12月　三者面談





7月　第１回進路説明会


10月　第２回進路説明会


11月　三者面談


12月　三者面談
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